
「Perry提督日本遠征記」について

中山息 遣 ： 大陸棚調査室

Introductory Notes on • U. S. Japan・ Expedition by Com. M. C. Perry・ 

Tei Nakajima : Continental Shelf Surveys Office 

Matthew Calbraith Perryが米上院κ提出した日本遠征の報告書が水路部図書館lとある。三巻よりなり，

布製でA版（ 29. 8×22. 5cm）の大きさである。 ζ の報告書は下記のほか何度も日本訳が出されている。米

国ではつい近年iとなるまで述綿ととの報告書の要約版や翻刻版（最近の復刻版としては N巴w YorK AMS 

Press 1967がある。その表題等は各巻扉K同じであり，日巻は地図類を別冊としている）。また遠征参加者の

日記等関連文書が刊行されたりしており，壮挙というような意味を込めてか，今なお多くの人々の関心事で

あるようだ。日本でも内外の資料を駆使して時代相の見直しゃ遠征の意義の再評価がなされたりしている。

乙乙 IC原本の存在概要を紹介するに併せて，とれに含まれている地図類が，訳の際K略されるととが多いの

で，地図類の概略を紹介する。なお類似本が国会図書館にあるが，上下院版が混じっており，表装等も原形

をとどめるのはE巻のみである。その意味で当庁保存版の方が保存がよい。

ぺJレリ提督日本遠征記 1953～54 岩波書店 土屋喬雄 ・玉城肇の I巻の全訳 岩波文庫全4冊

ペリー提督日本遠征記 1953 法政大学出版局 大羽綾子の I巻の抄訳

1. 装丁内容について

まず表装について記すと， I巻の背iζは，下記のように，金箔が押され，巻数の下の空聞には洋帆船の絵

がやはり箔押しされている en.m巻では， NAVY DEPARTMENTが 1行でなく 2行K分けられている）。

SENATE. 

UNITED STATES 

JAPAN 

EXPEDITION 

BY 

Com. M. C. PERRY. 

VOL. I 

NAVY DEPARTMENT 

表紙ICは，星条旗の下iζ洋装の人を，三つ葉葵旗の下IC和装の人を，それぞれ左右K配し．富士山的背景

の中IL2隻の和船と 3隻の洋船と人が乗っている小舟が浮かぶ図案を楕円形にまとめた圧刻がなされ，裏表

紙には交文した星条旗IC認を広げた鷲の図案が圧刻されている（ζ の圧刻は， II, ill巻と小さな差違が有る

ようだが， E巻以外は圧刻がもはや明瞭でなくなりかけているので詳しくは識別できぬ）。

各巻の内容の概要

I巻は全体報告であり， X咽＋ 537頁よりなり．多数の石版銅版による色刷の図絵が頁数を付さずに含ま



れている。当図書館保存版では81～邸頁は欠けている。乙の巻は保存が悪く，布装背表紙が分離している。

表紙見返しの右上にChr.(?) Frd.(?) Funch.(?) 15 October 59とインクによる手書きの署名がある（（？）は筆

者の読みが単語どとK不確実なζ とを示す）。 ζれから類推するに，昭和の初めに古本として水路部が入手

したものと恩われ， 1930年9月22日原備という水路部ゴム印のほかKは，水路部へ納れられた時期を示す証

はない。扉の表題を下K示す。

NARRATIVE 

OF 

EXPEDITION OF AMERICAN SQUADRON 

TO 

THE CHINA SEAS AND JAPAN, 

PERFORMED IN THE YEARS 1852,1853,AND1854, 

UNDER THE COMM AND 0 F 

COMMODORE M. C. PERRY, UNITED STATES NAVY, 

BY ORDER OF THE GOVERNMENT OF THE UNITED STATES. 

COMPILED FROM THE ORIGINAL NOTES AND JOURNALS OF COMMODORE PERRY 

AND HIS OFFICERS, AT HIS REQUEST, AND UNDER HIS SUPERVISION, 

BY FRANCIS. HAW KS, D D. L. L. D. 

WITH NUMEROUS ILLUSTRATIONS. 

PUBLISHED BY ORDER OF THE CONGRESS OF THE UNITED STATES. 

WASHINGTON: 

BEVERLEY TUGKER, SENATE PRINTER. 

1856. 

言うなら，米政府の命iζ もとづき．米海軍提督ぺリーの指揮のもと IC,1852年.53年，同年lζなされた米

艦隊の支那及び日本海域への探検記で．ペリー提督の求めlとより，また．その監督のもとに，ペリー提督及

びその麿下の士宮の直接の手tとなる覚書や日誌をもととして．多数のさし絵を付して， HAWKSが編集し

たものである。米議会の命Kより発行したと刊行目的が記され， ワシントンにて上院印刷局長 Beverley

百icker1856年と印刷要目が誌されている。

E巻は博物学的報告で， VII+414頁＋ 15頁（条約日本文の複製）＋唖（条約英文及び索引）よりなり，や

はり本文中K多数の図絵を頁を付さずに含む。それに加えて，巻末1Ll4枚の，成果をまとめた海図が折り込

まれている。やはり表紙見返しの右上には， Chr(?)Frd(?) Funch(?) 1859とインクによる手普きの署名があ

り， I巻と同じ手である。扉の表題は下の通り。



33 d Congress. 

2d Session. 

SENATE. 

NARRATIVE 

OF 

EXPEDITION OF AMERICAN SQUADRON 

TO 

EX. DOC. 

Nu 79. 

THE CHINA SEAS AND JAPAN, 

PERFORMED IN THE YEARS 1852, 1853, AND 1854, 

UNDER THE COMMAND OF 

COMMODORE M. C. PERRY, UNITED STATES NAVY, 

BY 

ORDER OF THE GOVERNMENT OF THE UNITED STSTES. 

VOLUME 11-WITH ILLUSTRATIONS. 

WASHING TON : 

BEVERLEY TUCKER, SENATE PRINTER. 

1856 

訳せば，米政府の命にもとずき米海軍提督ぺリーの指揮のもとに. 1852年 I 53年， 54年 iとなされた米艦

隊の支那及び日本海域への遠征記のうちの図付きの第E巻Jであり．ワシントンκて上院印刷局長 Beverley

Tucker 1856年」という印刷要目は I巻と同じ。さらにとの頁の上縁KはI巻と異なり，上院の文書である

ζ と（第33議会，第 2会期の特別賢料第79号）が付されている。

E巻は遠征中K船上でなされた黄道光K関する観測報告でXLill+ 705頁よりなる。本文は頁全面大の星

図と説明記事のセットよりなる。扉の表題は次のとおり。

UNITED STATES JAPAN EXPEDITION. 

OBSERVATIONS 

ON 

THE ZODIAL LIGHT, 

FROM 

APRIL 2 1853 TO APRIL 22 1855, 

MADE CHIEFLY ON BOARD 

THE UNITED STATES STEAM-FRIGATE MISSISSIPPI, 

DURING HER LATE CRUISE IN EASTERN SEAS, AND HER VOYAGE HOMEWARD: 

WITH 

COCLUSIONS FROM THE DATA THUS OBTAINED; 

BY 

REG. GEORGE JONES, A. M .. 

CHAPLAIN UNITED STATES NA VY. 

VOLUME ill 

WASHINGTON: 



BEVERLEY TUCKER, SENATE PRINTER. 

1856 

日本遠征記であって， 1853年4月2日から1855年 4月22日にかけての，アジアでの前回の行動及び故国

への航海の聞に，米国蒸気フリゲート艦ミシシッピーの船上で主としてなされた，黄道光についての観測報

告で，それらのデータから得られた成果を含む。著者は米海軍牧師GeorgeJones, A. M.師である。

2. 第 I巻に挟み込まれている地図類

経緯度絡子と縮尺を図示し，海岸線や礁外縁線を与え，ケパで地貌を，ローマ字で地名を表わした地図である。

① 151頁のGREAT LEW CHEW and its dependencies。縮尺約53万 7千分の l。

② 187買のISLAND OF GREAT LEW-CHEW。縮尺約396万 5千分の l。 宮城島，塩屋湾付近

K，下線を付して，石炭，鉄，硫黄などの鉱産が示されている。原初からか後日の追筆か不明だが， ζ の

下線は赤インクの手書きのぺンでなぞられている。

R 197頁のCHARTOF THE BONIN GROUPE OF ISLAND。縮尺約 376万分の 1。

c 482頁のTHE ISLAND OF FORMOSA。縮尺約 202万分の l。

その他折り込みの図が2枚ある。

① 234頁のMAPOF THE JAPANESE ISLAND。シーボルト図K追加，小改正を加えたものであ

るとし，ペリーの命により， W. Maury及びSilasBentが編集したと註されている。縮尺約 680万分

の 1。

② 513頁のCHART showing the track of the Flagship of the U. S. JAPAN EXPEDITION。

縮尺約4,700万分の l。喜望峰以東から，日本周辺にかけての航跡が示されている。

3. E巻の海図類について

E巻巻末IC折り込まれている14枚の図の題名内容等以下のとおり。なおとのほか， 354頁にはハリケーン

の進路を示す図が， 364頁には挟み込み図として アジア東岸と北米東岸の海流の類似性等を一枚のメ Jレカト

Jレ図IC表わした図が見られる。

第 1枚目の図

CHART OF THE WORLD 

showing the TRACK of the U. S. Steam Frigates 

MISSISSIPPI, SUSQUEHANNA AND POWHATAN. 

as 

FLAGSHIPS OF THE JAPAN SQUADRON. 

under command of 

COMMODORE M. C. Perry. U.S. N. 

1853 -54. 

三船の航跡を世界図K示したもので，毎日の正午の位置がO印で示され．線で結ばれて航跡図となってい

る。乙れらに 1日の海流の流程量を示す Mile数を，方向を示す矢印IC付して表示している。 ζれはインド

洋北半，南支那海，日本近海について図示されている。メ Jレカト Jレ図法lとより作成されていると思われ，赤



道での縮尺は図上の経線間隔の読み取りで linch 600mile Cキ 4,370万分の 1）で，内法53.8×90. 6 c視の

横長の図である。

第2枚目の図

CHART OF THE COAST 

OF 

CHINA AND OF THE JAPAN ISLANDS 

including the 

MARIANES and a part of the PHILIPPINES 

compiled by order of 

COMMODORE M. C. Perry , U.S. N. 

from the latest authorities with aditions and corrections by the 

U. S. JAPAN EXPEDITION 

by Lieut 8. W.L. Maury and S. Bent, U.S. N. 

1855 

山地がケパで示され，日本周辺の島名も個々に記され，例えば東京湾lζ水深が11個も記入されている。相

当IC精細な図で，地磁気偏角，朔望の平均高潮間隔，海流矢符が，スポットで入れられている。特IC中国沿

岸は水深も密IC入っている。とれに対し，朝鮮東岸や日本周辺は海岸線も禾測の部分，が多く．当時如何K遅

くまで日本周辺のみが世界IC秘されていたかが分かる。本図κ記載の地名は開国以後まで，内外で使われる

地名なので一覧図として有用である。日本海は JapanSeaと害かれている。メルカトノレ図法で、作成されてい

ると思われ，赤道での縮尺は図上の経線間隔の読み取りで 1inch 60 mile Cキ 437万分の 1)で，内法104.4

×100. 8仰の上下2枚貼り合わせの縦長の図。

第 3枚目の図

ISLAND 

of 

LEW CHEW 

Surv巴yedby order of 

COMMODORE M. C Perry U.S. N. 

by 

W. B. Whiting, Silas Bent, G.B. Balch, I. Mathews & A. Barbot. 

Lieutenants U. S. N. 

1853 -54 

沖縄本島の全図で＋符と点線で礁の外縁を示している。地貌はケパで示されており，恐らくとんもりした

植生を示すものであろう，複雑な雲形の模様が，地貌を示すケパlζ重ねられている所がある。那覇周辺，元

部半島周辺，塩屋湾周辺のみに水深が入っている。四囲K経緯度目盛りを付した平面図で，縮尺はlinch 2 

mile C土 14万 5,800分の 1）と記載されており，内法 60.4×56. 0仰の縦長の図。対景図は入っていない。
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第4枚目の図

THE HARBOR 

of 

NAP HA 

LEW CHEW 11;"> 

surveyed by order of 

COMMODORE M. C. Perry U. S. N. 

by 

Lieut. S. Bent 

1853 

那鞠港の図で，基準点の経緯度値と地磁気偏角値，朔望の平均高潮間隔値，最高潮値が記されている。さ

らに対景図が3図と水路記事 Csailing direction ）が記されている。四固に経緯度目盛りのない平面図で，

ノイースケーJレの図上読み取りでは，縮尺は 3inch約7/8mile C二21,300分の 1）で，内法 46.8×60. 0 

cmの縦長の図。

第5枚目の図

LEW CHEW I号

DEEP BAY 

Surveyed by order of 

COMMODORE M. C. Perry U.S. N. 

by 

Lt 5. W. B Whiting and A. Barbot 

U. S. SHIP VANDALIA J. POPE COMMANDER 

1853-54 

基準点の経緯度値を与えた．名護湾の図。第 3図と同じように．とんもりとした繕生を示すためか，複雑

な雲型の模様が，地貌のケパと重ねられている。対景図はない。四固に経緯度目盛りが人っていない平面図

で，縮尺はパースケールの図上読み取りで l.8 inch 1 mile ( ~ 40 520分の 1）であり， 44.8×49. 0仰

の横長図である。

第 6枚目の図

CLEW CHEW) 

TUBOOTCH & SUCO 

HARBORS 

Survey剖 Jan•y 1854 

by 

Lieuts. William B. Whiting and Alphonse Barbot Us. N. 

belonging to U.S. Ship Vandalia 

JOHN POPE COMMANDER 
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by order of 

Commodore 

Matthew C. Perry 

Commanding U.S. Naval Forces in 

East Indies , China and ] a pan Seas 

渡久地・瀬底の図で，ケパで地貌を精細IC表現。対景図なし。四聞に経緯度目盛りを付した平面図で，縮

尺は 20,000分の lと記載されている。内法は 47.0×61. 8仰の縦長図。

第7枚目の図

SHAH BAY 

LEW CHEW I. 

Surveyed by order of 

COMMODORE M. C. Perry U. S. N. 

by 

Lieut s. W. B. Whiting and AJph. Barbot 

of the 

U.S. SHIP VANDALIA ]. POPE COMM.R 

1853 

塩屋湾奥部の大尺図で，基準点の経緯度値を与えである。四囲IC経緯度目盛りの付されていない平面図．

縮尺はパースケールの図上読み取りで， 8inch 1 mile C二9,110分の 1），内法 28.6×40. 6 cmの横長図。

第8枚目の図

KEELUNG HARBOR 

FORMOSA ISLAND 

Surveyed by order of 

COMMODORE M. C. Perry U.S. N. 
d d by Lieut. G. H. Preble & P . M . Walter F.Jon白

in the 

U. S. SHIP MACEDONIAN 

CAPT. ]. ABBOT 

1854 

台湾の基隆の大尺図で，小きな対景図が8図も含まれ，水路記事も含まれている。四固に経緯度小割りの

無い平面図で，縮尺はパースケーJレの読み取りで 1inch 1/8 mile （二 9,100分の 1）であり．内法 59.2 

×86. 2 cmの横長図。

第 9枚目の図

THE 

COFFIN ISLANDS 

Survey剖 byorder of 



COMMODORE M. C. Perry U. S. N. 

by 

Lieut5. G. B. Balch, G. H. Cooper & L.A. Beardslee Mid. 

of the 

U. S. Ship Plymouth 

COMMANDER JOHN KELLY U. S. N. 

1854 

小笠原母島諸島の図で，ラウンドナンバーの経緯度線が一本ずつ入っている以外は経緯度は表示されてい

ない。朔望の平均高潮間隔値と大糊升値が記載されている。平面図で．縮尺は図中のパースケールの読み取

りで 3inch 2 mile （キ 48600分の 1）であり， 44.6×40. 2 cmの縦長図。対景図は入ってない。

第10枚目の図

WES TERN SHORE 

of the 

BAY OF YEDO 

Survey出 byorder of 

COMMODORE M. C. Perry U. S. N. 

by 

Lieut. wm. L. Maury 

and other officers of the 

JAPAN EXPEDITION 

1854 

久里浜沖から川崎沖に至る東京湾の西岸の図で，現在の第二海径は，まだ浅瀬と表わされて存在しない。

湾奥部や東岸は未測である。湾内についての水路記事と対景図3図が入っている。観音崎付近の部分を複写

して図示した。丘陵のケパの表現，海岸線付近の地類区分の表現．砲台？の表現．地名の表記，図郭の小割

など注目に値する。灯明崎付近の記念物とされるものは，当時破損していたとされる灯明台に当たるのか，

他の石碑群IC当たるのか不明である（第 1図）。

剣崎，夏島，横浜開港資料館の経緯度値と，横浜開港資料館のみの地磁気偏角値，朔望平均高潮間隔値，

潮高差値が記されている。図上の緯線間隔の読み取りで縮尺は linch 1 mile Cと 72,800分の 1）の平面図

で，図の四回ILは経緯度の小割が入っている。

第11枚目の図

Reconnoissance of the 

GULF 

And survey of Western Shore of the 

BAY OF YEDO 

by order of 

COMMODORE M. C. Perry U. S. N. 

by 



.. , 

に噌 ． 甘・ 時 ／ 曲ー，目，eM ・a " 

、

一一GOLDSBOROUGH 

L"¥LET 

u’ 
帰’”’ ． 

回 ’ 同 轟叫 a • U II I 

‘. ·~＇＂＇＇勾＂ ' 
岨－... 

a 亀 き3

~I ,.. ”＇ ..・＇.. 

αコ

r, 
、司ム ＝と

．てプ

句、
句、

‘・ 、E

で

kご

可？

’ 今

、：
、、

，

、

！

‘
 

l
j
i
e

：
ー、・4

ト 1

'・ 
担園田園自由＝＝＝一一一一一一一一一一 一ヨ団園田・E 匝＝＝－
M 珂

~ ． 
！ー

-143-

第 l図 第10枚目の図「江戸湾西岸」の部分複写



Lieut. W. L. Maury and other officers of the 

U. S. JAPAN EXPEDITION 

in 

1853 -54 

伊豆半島沖から東京湾奥部までを含む図で．第10枚目の図江戸湾西岸と第12枚目の図下回港を縮図したも

ので，他の資料は加えられていない。やはり江戸湾下回港へのアプローチのための水路記事があり，対景図

が， 4図入っている。

江戸湾ICついては第10枚目の図と全く同じ基準点の経緯度値，地磁気偏角値，朔望の平均高潮間隔値，横

浜の潮差値が記されている。下回Kついては，犬走島の経緯度値．地磁気偏角値，朔望の平均高槻間隔値，

平均潮高値が記されているほか，図郭外の銭州を構成するこ岩の経緯度値が記されている。江戸湾内の禾測

海岸線が記入されている位置は，第10枚目の図とはやや異なる。四固に小割のある平面図で，緯線間隔の図

上読み取りによれば，縮尺は 3inch 10 mile （キ 242,000分の 1）で，内法 60.8×70. 8舗の横長図。

第12枚目の図

SIMODA HARBOR 

I. OF NIPPON 

Survey剖 byorder of 

COMMODORE M. C. Perry U. S. N. 

by 

Lieut. W. L. Manry Act. Lieut.A Barbot 

Lieut. S. Bent Act. Mr. G. V. Denniston 

Lieut. S. Nicholson Pd. Mdn. T. T. Houston 

m 

1854 

下回港の大尺図で神子元島以北が含まれる。犬走島の経緯度値，地磁気偏角値，朔望の平均高潮間隔値，

潮高の高極値と平均高値．さらに石廊崎と神子元島の経緒度値が与えられており．さらIC図郭外の銭州を構

成するこ岩の経緯度が記されている。図の四囲に小割のない平面図。パースケールの図上読み取りによる縮

尺は 4inch 1 mile （＝干 18,150分の 1）。内法 73.4×46. 6 cmの縦長図。

第13枚目の図

THE HARBOR 

of 

HAKODADI 

YESSO I~ JAPAN 

Survey剖 byorder of 

COMMODORE M. C. Perry. U. S.N. 

by 

Lieuts. W. L. Maury, G. H. Preble, S. Nicholson, 
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& A. Bar加t.

in 

1854 

函館港の大尺図で，湾内はほぼ水深で埋められている。水路記事と対景図が2図入っている。亀田川河口

の経緯度値．地磁気偏角値，期望平均高潮間隔値．潮汐の極値が記しである。四囲に小割のない平面図で，

縮尺は 2inch 1 mile （＝干 36,500分の 1）と記載されている。内法 59.4×44. 0仰の縦長図。

第14枚目の図

ENDERMO HARBOR 

ISLAND OF JESSO 

Survey凶 byorder of 

COMMODORE M. C. Perry U. S. N. 

by 

Act g. Master C. A. Stevens and Mid n. I<. L. May 

of the 

U. S. S. SOUTHAMPTON 

エ］.BOYLE LIEUT. COMa. 

1854 

室蘭港の大尺図。ニマ岬の経練度値と朔望の平均高潮間隔値．潮高値が記されている。対景図はない。四

固に小割のない平面図で．パースケールの図上読み取りでは， 4inch 3/4 mile （キ 13,700分の 1）で， 内

法35.4×52. 6 c閣の横長図。

4. 江戸湾西岸の図の成り立ちについて

第10枚目の江戸湾西岸の図について縮尺の異なる三部分のモザイクで出来ている乙とが分かったので，乙

のととから図の構成を類推した。

との図作成上の基準点の経緯度概値とそれに対応すると恩われる点の臼本測地系での経緯度概値を読み，

日本測地系を基準として，それよりのずれの方向，大きさを第 1表にまとめた。経度方向ICついては10秒程

度の差でほぼ一致してずれて

いるが，緯度方向については

120秒以上の大きな差がある。

乙のため，乙の図には単なる，

平行移動では済まされない，

相当に大きなゆがみが含まれ

ている ζ とになる。

まず，との旧図と日本測地

第1表基準点の現在の測地系からのずれ

｜噛賂量産成上の｜音繍宗寺織縦の｜明野滋量妥協内

側糊料館 I 1~5こねこ~~ I 1~5 二~~二 ig I ~ ~二黄

（海習らしい） I 1~5二比二~~I 1~5=U二日 I i~ ＝I 
（海慣らしい） I 1~5 二~~二 ~g I d5二~~二日 I tgg二軍

系で表わされた現代図の両図の上で，同じ点と恩われるものを選び出した。それらの点K対する亀崎の先端

（現代図上 35-14-42N, 139-44-27 E概位）および本牧の南縁（現代図上35-24-38N, 139 -40-00 E 

概位）からの経練度差を，旧図，現代図それぞれの上で読み取り，現代図上での経緯度差に対する旧図上で
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の経緯度差ずれの比を取っ た。その結果を第 2'3表iζ示す。ζのような作業を行な う場合，図の伸縮や折

り目が有る乙とから ，古い

図では図載の目盛を使って．

図上で経線度を読み取るの

が常識であるが．乙の旧図

については，保存が良いの

で図上の経緯度差を 5秒の

単位で直接測定した。

ζの狽u定結果を使って比

を求めたわけであるから，

5秒単位である乙となどiと

より，経緯度差の小さいも

旗山埼

意kl奇襲湖南 610 

~1勝訴簡事縁 535 

上二欄の比 1. 1 4 

器製露骨捗~i~™ 305 

E騨号開思縁 250 

上二欄の比 1. 2 2 

小柴崎

時選奇襲Z鶴間 270 

E穫量号ir簡炉
230 

上二機の比 1. 1 7 

謀議員I＃~都南 90 

E礎格拘思縁 90 

上二欄の比 1. 0 0 

第2表 屯崎南縁を基準とする各点の記入状況

剣士青海上点 野比の丘陵東端 あしか島 久里浜少年院裏燈明t曹の碍

湾関野積雪間 420 1 9 5 200 130 80 

E騨認知恵縁 380 1 2 0 130 75 55 

上ニ欄の比 1. 1 1 1. 6 3 1. 5 4 1. 7 3 1. 4 5 

撃事務長高炉 240 1 2 0 1 5 45 50 

E量目認知恵縁 2 1 0 75 1 0 40 30 

上二欄の比 1. 1 4 1. 6 0 1. 5 0 1. 1 3 l目 67

第3表 本牧南縁を基準とする各点の記入状況

馬姻砂海岸東縁 4鹿島 I南郷町東縁 夏島海上点 夏島東縁 野島東縁

635 550 425 390 390 360 

550 460 360 335 330 310 

1. 1 5 1. 2 0 1. 1 8 1. 1 6 1. 1 8 1. 1 6 

275 1 4 5 70 75 50 1 1 0 

190 1 1 0 65 60 40 90 

1. 4 5 1. 3 2 1. 0 8 1. 2 5 1. 2 5 1. 2 2 

富岡東縁 Tl？リI17ヲ7 開港資料館 神奈Jll拳ヶ谷 樹寺寺東縁 多摩河口ピーJ/

190 70 135 235 370 500 

160 60 1 2 0 200 320 435 

1. 1 9 1. 1 7 1. 1 3 1. 1 8 l目 16 1. 1 5 

1 1 0 20 80 135 40 410 

70 1 5 70 120 40 340 

1. 5 7 1. 3 3 1. 1 4 1. 1 3 1. 0 0 1. 2 1 

のの比は有意でないととになる。ζ のよ うな比ではあるが，全体を見渡すと． 本牧の南縁を中心とする観音

崎以北の部分では，1. 1～1. 2 ＇ 亀崎を中心とする久里浜付近では，1.4～1. 5である。乙の数値がまとま

っている乙とから ，乙の旧図は，二部分κ分けて調発されたとと iとなる。それも． その地形は図載の経緯度

格子le対応せずIL，やや大きく描かれている乙と になる。

つまり，経緯度格子か らは，前述したよう le，乙の図の縮尺は約 72,800分の lであるが，乙の比から観
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音崎以北は 1/72,800×1.1～l.2つまり 1/66,000～1 /60, 700の縮尺で，久里浜付近は 1/72,000×l.4 

～ l. 5つまり 1/52,000～1/48,500の縮尺で作られている乙とになる。実際lζ現在の地形図上IL.当時の海岸線

と思われる線を求め，約 1/62,500と約 1/50,000の図を作り，との旧図と重ねると観音崎以北と久里浜付

近で，地形はかなり良く合致する。ζれに加えて観音崎以北では同じ 1/62,500の縮尺ではあるが，長浦の

沖iとある吾妻島付近を墳に，湾奥部と猿島付近とでは平行移動させないと地形が合致しない ζ とが分かった。

これは乙の旧図上で，現在吾妻島といわれている半島部が非常にやせた幅の狭い半島として捕かれているとと

と関連している。湾奥部と猿島付近は，吾妻島付近で，地形をゆがめて無理やり接続させられたようだ。湾

奥北半で，同じ様なととが起とっているかも知れぬが，低平なと乙ろでは時代を通じて同じ点と恩われるも

のを選び出す乙とが難しいので，検出できない。

乙れらのζ とから久里浜付近．猿島付近，湾奥部に分けて．正しい測量原図が作成されたと推定される。

湾奥に向けて艦隊を漸進させ．日本と外交交渉を進めながら ．同時IC，測量を進めざるを得なかったであろ

うとと， 1953年は夏の来航であったが，上陸もままならず，満足IC基線 ・其点も設けられぬ測量と想定され

るとと，また54年は友好が深められたとはいえ季節は冬であった乙となど多くの困難にもかかわらずほぽ正

確な原図が得られたようである。ただ惜しむべきは ，基準点の測定結果が悪かったためであろう，意図した

縮尺を無視して，場所によって部分的IC縮尺を変えて，基準点IC合うように測量原図をモザイクする海図編

集がなされたとf限定される乙とである。

作成過程について類推できる ζ とを要約すると，久里浜付近．猿島付近，湾奥部iζ分けて，困難な状況の

もとで原図が正しく作成された。しかし基準点観測の緯度の測定が悪かったので 悪い基準点成果に合わせ

て，海図を編集するととになった。その際，原図の正しさを尊重して，縮尺だけを無視して援み込んだ。そ

の結果経緯度格子よりやや大尺φ図をつなぎ合わせる乙ととなり，そのひずみを．ある部分のみに集中させ

た海図ができ上がった。

日本周辺の明治以前の古い海図のーっとして，ペリーの図も世間IC知られるべきであり ．原本は貴重な資

料として．保存されるべきである。そのためκは適当な複写を作って，広布するのが望ましい。乙のよ うな

期待を込めて些細な資料批判を加えて紹介文とした。
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